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予約 
ランキング 

予約数の多い本ランキングを紹介

します。こちらを参考に読みたい

本を探すのも一つの方法です。 

 ＼令和６年１２月２０日現在，予約回数の多かった本をご案内しています／ 

図書館俳句ポスト受賞者 

9月俳句ポストへ応募された中から選ばれた

作品です。お題は「野分（のわき）」。 
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架空犯          東野 圭吾／著 

クスノキの女神     東野 圭吾／著 

成瀬は天下を取りにいく 宮島 未奈／著 

気の毒ばたらき     宮部 みゆき／著 

            柚木 麻子／著 

よむよむかたる     朝倉 かすみ／著 

            東野 圭吾／著 

迷惑な終活       内館 牧子／著 

            東野 圭吾／著 

わたしの知る花     町田 そのこ／著 
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『文学賞コレクション』  
期間：令和 7年 1月９日(木)～1 月３０日（木） 

「直木賞」「本屋大賞」などなど･･･、いろいろあ

る文学賞を受賞した本たちを集めました。 

ミ ニ 展 示 

今年もよろしくお願いします。 

ＴＥＬ：0138-35-5500 ＦＡＸ：0138-35-5525 

あいにくあんたの 

ためじゃない 

あなたが誰かを

殺した 

ブラック・ショーマン

と覚醒する女たち 



 

児童文学で活躍する作家さんたちのリレー小説。リレー小説となっていますが、どの章も凸凹な感

じはなくすんなり読めます。ドキドキワクワク、ちょっぴり切ない。 

おまけで作家さんたちの子供のころと今のことが書かれているお得感があります。この本よりも前

に出ている「ぐるぐるの図書室」「ぎりぎりの本屋さん」もあり。今年「くらくらのブックカフェ」も

出ました。 

タイトル：「じりじりの移動図書館（ブックカー）」 

著者：廣嶋 玲子 他 出版社：講談社 （2020年 7月） 

タイトル：「本を読んだことがない３２歳がはじめて本を読む」 

未来に絶望し不満ばかりの奴隷の青年ニウス。同じ身分ながら超然と生きているエピクテトス

と出会い悩みながらも自分の人生と向き合います。哲学者エピクテトスの残した言葉をかわいい

漫画とストーリーと解説でわかりやすく紹介しています。 

彼の言葉のすべてを理解し納得できなくても、読んだ後に心が軽くなりました。なにより彼が

ローマ時代に実在し、多くの困難を抱えながら考え生き抜いたことに感動します。 

著者：かまど 他 出版社：大和書房 （2024年 8月） 

） 

タイトル：「奴隷の哲学者エピクテトス人生の授業」 

著者：荻野 弘之  出版社：ダイヤモンド社 （2019年 9月） 

     （2022年 3） 

皆さんは初めて本を「面白い！」と感じた時のことを覚えているでしょうか。 

この本は、読書らしい読書をしてこなかった 32歳の男性がはじめてじっくりと本を読み、読書の

面白さに引き込まれていく様子を一緒に体感できる本です。 

まるでその場に居るかのように 1行読んでは驚き、喜び、泣き、そんな著者との読書体験はとても

楽しかったです。「走れメロス」「杜子春」など、知っていたはずの小説が違うものとなり、読書の素

晴らしさを改めて教えてくれます。 



 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

恭賀新年 一日元旦 函館図書館 

ONE NEVER OPEN A BOOK WITHOUT DERIVING SOME 

BENEFIT FROM IT. （pc001157） 

 

 

 

 

 

 

 

明治 44年（1911年）図書館からの年賀状です。華やかな洋風のデザインは、当時としては斬新だったのでは 

ないでしょうか。開館 3年目を迎える図書館の、進取の気風と情熱が伝わってくるようです。 

イラストの女性は「本を開けば、何かしら得るものがある」と歌っています。皆さん、新しい年もたくさん 

の本に親しんでくださいね。 

 

館
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十
四
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今
年
は
巳
年
で
す
。
昨
月
、
家
で
小
鳥
を
飼
っ
て
い
る
こ
と
を
書
き
ま
し
た
。

可
愛
い
ヒ
ナ
も
産
ま
れ
、
酉
年
だ
っ
た
ら
す
っ
か
り
調
子
に
乗
っ
て
写
真
を
載
せ

る
と
こ
ろ
で
し
た
。 

巳
年
、
つ
ま
り
蛇
（
へ
び
）
で
す
が
、
一
度
だ
け
、
蛇
に
触
っ
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
随
分
昔
に
旭
山
動
物
園
で
触
ら
せ
て
い
た
の
で
す
。
な
ん
と
な
く
ヌ
ル
ヌ

ル
し
て
怖
い
イ
メ
ー
ジ
で
し
た
が
触
っ
た
ヘ
ビ
は
全
く
そ
ん
な
こ
と
は
な
く
と

て
も
お
と
な
し
い
生
き
物
で
し
た
。 

女
性
は
ヘ
ビ
革
を
持
つ
と
幸
せ
に
な
る
と
い
う
話
が
あ
っ
て
か
、
祖
母
は
和
服

に
ヘ
ビ
革
の
バ
ッ
グ
、
和
装
の
小
物
に
も
ち
ょ
っ
と
ず
つ
ヘ
ビ
が
入
っ
て
い
る
格

好
を
し
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
蛇
は
縁
起
物
で
、
初
夢
に
出
て
く
る
と

い
い
そ
う
で
す
。
脱
皮
を
繰
り
返
し
大
き
く
成
長
す
る
こ
と
か
ら
、
変
化
や
飛
躍

の
年
に
な
る
と
も
言
い
ま
す
。 

２
０
０
５
年
に
移
転
オ
ー
プ
ン
し
た
函
館
市
中
央
図
書
館
は
今
年
の
十
一
月

に
二
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。
二
十
年
の
歴
史
を
振
り
返
り
、
十
一
月
に
は
さ
さ
や

か
で
も
い
い
の
で
お
祝
い
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
多
く
の
市
民
の
方
に

ご
利
用
い
た
だ
き
、
こ
こ
ま
で
来
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆

さ
ん
が
図
書
館
の
活
動
を
支
え
て
く
だ
さ
り
、
市
役
所
の
皆
さ
ん
は
じ
め
、
市
内

の
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
の
方
が
応
援
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
失
敗
も
あ
り
ま
し
た

が
、
お
力
を
借
り
て
な
ん
と
か
継
続
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
多
く
の
お
褒
め

の
言
葉
も
い
た
だ
き
、
図
書
館
職
員
の
頑
張
り
を
認
め
て
も
ら
っ
て
嬉
し
い
限
り

で
す
。 

 
 

 

道
内
は
も
と
よ
り
日
本
全
国
、
海
外
に
も
注
目
さ
れ
る
よ
う
な
資
料
群
を
持
つ

図
書
館
を
運
営
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。
今
年
は
大
き

な
脱
皮
を
し
て
今
ま
で
以
上
に
図
書
館
を
皆
さ
ん
に
好
き
に
な
っ
て
も
ら
い
、
飛

躍
の
年
に
な
る
よ
う
初
頭
に
読
者
の
皆
さ
ん
に
宣
言
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

（
館
長 

落
合
仁
子
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